
タブレットの よりよい つかいかた 

  さむかぜだいしょうがっこう 

タブレットは、みなさんの べんきょうにやくだてるための どうぐです。みなさんの べんきょ

うを よりよいものにしていくためには、タブレットを じょうずにつかうことが たいせつです。

「あんぜん」にきをつけてつかい、みなさんのちからを さらにのばしていきましょう。 

 

 

 

 

 

【タブレットの つかいかたに ついて】 

（１）タブレットを つかうと・・・ 

 ・スカイクラウドや イーライブラリで べんきょうができます。 

 ・カメラで しゃしんや どうがが とれます。 

 ・はなれたところにいるひとと おはなしが できます。 

 ・インターネット で いろいろなことを しらべられます。 

（２）タブレット は こわれやすいので だいじ に しましょう 

 ・おとしたり、 みずに ぬらしたりすると、 こわれてしまいます。 

 ・もちはこぶときは、 はしらないようにします。    ・キーボードは やさしくさわります。 

・タブレットを 使わない時は 閉じておきましょう。 

・おとさないように できるだけ つくえの まんなかに おきましょう。 

○このタブレットは、べんきょうのために、がっこうから みなさんに かしだすものです。 

○ともだちと タブレットをとりかえたり、かしかりをしては いけません。 

○しょうがっこうに いるあいだは、６ねんかん、おなじタブレットを つかいます。 

○タブレットは がっこうのなかで つかいますが、ひつようなときは、おうちでつかうことも 

あります。 



(３)タブレットが うごかなくなったときは、 すぐ せんせいに いいます。 

 ・よみこみマークが でているときは、 がめんに さわらずに まちます。 

（４）タブレットをつかうときのちゅうい 

 ・ただしいしせいで、 がめんに ちかづきすぎないようにします。 

 ・カメラで ともだちを とるときは、 ともだちに とってよいか きいてからにします。 

 ・ともだちに メッセージを おくるときは、 いやなことや きずつくことを おくってはいけませ 

ん。 

 

（５）タブレット を もちかえって おうち で つかうときの ちゅうい 

 ＜もちかえるとき＞ 

・じぶんの タブレットかどうか かくにんしましょう。  

・かばんなどに いれて はこびましょう。  

・はこぶときは はしらないようにしましょう。 

＜おうちでつかうとき＞ 

・おうちのひとに インターネットに つなげてもらいましょう。 

・タブレットを つかわないときは とじておきましょう。 

・おとさないように できるだけ つくえの まんなかに おきましょう。 

・たべものの ちかくで つかわないように しましょう。 

・おうちのひとと つかうじかんを きめましょう。 

 


